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(57)【要約】
【課題】規格外の映像信号が入力されている時にノイズ
状態によって誤った垂直同期パルスを検出した場合にも
、誤った垂直同期信号を生成することがない。
【解決手段】ノイズ検出回路１２では、入力映像信号Ｐ
Ｓの垂直同期パルス期間にノイズがあるか否かを検出し
、ノイズがある場合はノイズ検出信号Ｓ１２を生成する
。フレーム周期カウンタ１４は、次に垂直同期パルスが
検出されるべきタイミングをカウントする。フレーム周
期検出回路１５は、ノイズがない状態でのみ、垂直同期
の間隔（周期）を確認しフレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５を
生成する。そのため、規格外の映像信号ＰＳの入力時に
一時的に垂直同期パルスを誤検出した場合でも、フレー
ム周期ＭＡＸ値Ｓ１５は更新されず、更に、同期安定性
検出回路１７での正常性が確認できないため、フレーム
周期カウンタ１８ヘロードが掛からない。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される映像信号から垂直同期パルスを検出して検出信号を出力する垂直同期パルス
検出手段と、
　前記入力される映像信号中の垂直同期パルス期間にノイズがあるか否かを検出してノイ
ズ検出結果を出力するノイズ検出手段と、
　前記検出信号から、前記垂直同期パルスのフレーム周期をカウントして第１のカウント
値を出力する第１のカウント手段と、
　前記ノイズ検出結果及び前記第１のカウント値を入力し、前記ノイズ検出結果がノイズ
無しの状態でのみ、前記垂直同期パルスの周期を確認し、フレーム周期最大値を生成する
フレーム周期検出手段と、
　前記フレーム周期最大値に基づき、前記第１のカウント値をデコードして次に前記垂直
同期パルスが検出されるべき第１のタイミング信号を生成する第１のタイミング生成デコ
ード手段と、
　前記検出信号及び前記第１のタイミング信号の論理和を求めるゲート手段と、
　前記検出信号と前記第１のタイミング信号とが一致するか否かを検出して一致／不一致
検出結果を出力する一致／不一致検出手段と、
　前記一致／不一致検出結果が一致の時には、前記第１のカウント値をロードしてこのロ
ードした第１のカウント値を初期値として、前記第１のカウント値から前記垂直同期パル
スのフレーム周期をカウントして第２のカウント値を出力し、前記一致／不一致検出結果
が不一致の時には、前記第１のカウント値をロードせずに、前回カウントしたカウント値
を前記第２のカウント値として出力する第２のカウント手段と、
　前記第２のカウント値をデコードして垂直同期信号生成用の第２のタイミング信号を生
成する第２のタイミング生成デコード手段と、
　前記第２のタイミング信号と前記ゲート手段の出力信号とを入力し、前記ノイズ検出結
果により出力が切り替えられ、前記ノイズ検出結果がノイズ有りの時は前記第２のタイミ
ング信号を出力し、前記ノイズ検出結果がノイズ無しの時は前記ゲート手段の出力信号を
出力する切り替え手段と、
　前記切り替え手段の出力信号を用いて垂直同期信号を生成する垂直同期信号生成手段と
、
　を有することを特徴とする垂直同期信号生成装置。
【請求項２】
　前記第１のカウント手段は、
　水平同期パルスの検出信号をカウントアップイネーブル信号として入力すると共に、前
記検出信号をカウントリセット信号として入力し、前記垂直同期パルスのフレーム周期を
カウントして前記第１のカウント値を出力するアップ型のカウンタにより構成されている
ことを特徴とする請求項１記載の垂直同期信号生成装置。
【請求項３】
　前記フレーム周期検出手段は、
　前記第１のカウント値を入力し、現フィールドの最大カウント値と１フィールド前の最
大カウント値とを保持して比較する保持比較回路と、
　前記保持比較回路の比較結果が「一致」であればカウントアップされ、前記比較結果が
「不一致」であればリセットされるカウンタと、
　前記カウンタのカウント値からＮ回一致（但し、Ｎは２以上の正の整数）が検出される
と、最大カウント値を格納し、前記フレーム周期最大値として出力し、前記ノイズ検出信
号が入力されると、更新が禁止される周期レジスタと、
　を有することを特徴とする請求項１又は２記載の垂直同期信号生成装置。
【請求項４】
　前記保持比較回路は、
　前記検出信号を保持イネーブル信号として入力すると、前記第１のカウント値から現フ
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ィールドの最大カウント値を保持する第１の周期保持レジスタと、
　前記検出信号を保持イネーブル信号として入力すると、前記第１の周期保持レジスタの
保持結果から１フィールド前の最大カウント値と保持する第２の周期保持レジスタと、
　前記検出信号をイネーブル信号として入力すると、前記第１の周期保持レジスタに保持
された前記最大カウント値と前記第２の周期保持レジスタに保持された前記最大カウント
値とを比較して両者が一致するか否かの比較結果を求め、前記カウンタへ与える一致比較
部と、
　により構成されていることを特徴とする請求項３記載の垂直同期信号生成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号をデコード処理するディジタルビデオデコーダ等において、入力さ
れる映像信号が例えば一時的に弱電界状態になってもずれのない垂直同期信号を生成出来
る垂直同期信号生成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、垂直同期信号生成装置に関する技術は、例えば、次のような文献に記載されてい
る。
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１６５９５５号公報
【０００４】
　図５は、特許文献１に記載された一般的なテレビジョン信号（以下「ＴＶ信号」という
。）における垂直帰線消去期間中の垂直同期パルスを示す概略の波形図である。
【０００５】
　特許文献１に記載されているように、合成映像信号は、一般的にＴＶ信号と呼ばれ、こ
れには画像を再現するための映像信号と画像を組み立てる同期信号とが含まれている。同
期信号には、水平同期信号ＶＳと垂直同期信号ＨＳとがあり、ＴＶ信号波形の中で、それ
ぞれ水平帰線消去期間と垂直帰線消去期間の中に置かれている。
【０００６】
　図５に示す垂直帰線消去期間Ｔ内には、垂直同期信号ＨＳからなる３ラインの垂直同期
パルス期間Ｔ２があり、この部分の信号は水平同期周波数の２倍の周波数で繰り返す狭い
幅の正のパルス（切り込みパルス）Ｐ２で切り込みが作られている。垂直同期パルス期間
Ｔ２の直前と直後には、３ラインの等価パルス期間Ｔ１と３ラインの等価パルス期間Ｔ３
が設けられている。各等価パルス期間Ｔ１，Ｔ３では、切り込みパルスＰ２と同一の周波
数で６個の細く狭い等価パルスＰ１が連続している。等価パルスＰ１は、切り込みパルス
Ｐ２と共に垂直帰線消去期間Ｔ中、受像機側の水平同期を安定に保つ役割を果たしている
。
【０００７】
　垂直同期パルスＨＳＰを検出することで、垂直同期信号ＨＳを生成する。従来の垂直同
期信号生成装置の構成例を図６に示す。
【０００８】
　図６は、特許文献１に記載された従来の垂直同期信号生成装置を示す概略の構成図であ
る。
【０００９】
　この垂直同期信号生成装置は、入力される映像信号ＰＳから垂直同期パルスＨＳＰを検
出して検出信号Ｓ１ａを出力すると共に検出期間中信号Ｓ１ｂを出力する垂直同期パルス
検出回路１を有し、この出力側に、ノイズ検出回路２、２入力の論理和ゲート（以下「Ｏ
Ｒゲート」という。）３、及びフレーム周期カウンタ４が接続されている。フレーム周期
カウンタ４の出力側には、タイミング生成デコード回路５、及びフレーム周期カウンタ７
が接続されている。タイミング生成デコード回路５の出力側には、ＯＲゲート３及び同期
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安定性検出回路６が接続されている。同期安定性検出回路６の出力側には、フレーム周期
カウンタ７が接続され、このフレーム周期カウンタ７の出力側に、タイミング生成デコー
ド回路８が接続されている。タイミング生成デコード回路８の出力側には、セレクタ９が
接続され、このセレクタ９の出力側に、垂直同期信号生成回路１０が接続されている。
【００１０】
　図７は、図６の垂直同期信号生成装置の動作を示すタイムチャートである。
　映像信号ＰＳが垂直同期パルス検出回路１及びノイズ検出回路２に入力されると、この
垂直同期パルス検出回路１から検出信号Ｓ１ａ及び検出期間中信号Ｓ１ｂが出力されてノ
イズ検出回路２へ与えられる。ノイズ検出回路２では、入力映像信号ＰＳの垂直同期パル
ス期間Ｔ２にノイズＮＳがあるか否かを検出し、ノイズＮＳがある場合はノイズ検出信号
Ｓ２を出力してセレクタ９へ与える。
【００１１】
　一方、垂直同期パルス検出回路１から出力された検出信号Ｓ１ａは、ＯＲゲート３、フ
レーム周期カウンタ４、及び同期安定性検出回路６へ与えられる。フレーム周期カウンタ
４は、検出信号Ｓ１ａを用い、次に垂直同期パルスＨＳＰが検出されるべきタイミングを
カウントし、このカウント値Ｓ４をタイミング生成デコード回路５、及びフレーム周期カ
ウンタ７へ与える。タイミング生成デコード回路５は、カウント値Ｓ４からタイミング信
号Ｓ５を生成し、ＯＲゲート３、及び同期安定化検出回路６へ与える。
【００１２】
　同期安定性検出回路６では、タイミング信号Ｓ５と検出信号Ｓ１ａとの一致を検出する
ことにより、検出信号Ｓ１ａの正常性を確認し、この一致確認検出結果Ｓ６をフレーム周
期カウンタ７へ与える。同期安定性検出回路６で検出信号Ｓ１ａの正常性が確認できた場
合、フレーム周期カウンタ４のカウント値Ｓ４をフレーム周期カウンタ７にロードする。
この時、フレーム周期カウンタ４とフレーム周期カウンタ７のカウント動作は同じになる
。
【００１３】
　タイミング生成デコード回路８で、フレーム周期カウンタ７のカウント値Ｓ７からタイ
ミング信号Ｓ８を生成する。垂直同期信号生成回路１０に入力する信号は、ノイズ検出信
号Ｓ２を用いセレクタ９で選択される。ノイズＮＳの検出時は、タイミング信号Ｓ８が選
択され、ノイズＮＳを検出していない場合は、検出信号Ｓ１ａとタイミング信号Ｓ５がＯ
Ｒゲート３を介して選択される。垂直同期信号生成回路１０では、タイミング信号Ｓ８、
又は、検出信号Ｓ１ａとタイミング信号Ｓ５を用いて垂直同期信号ＨＳを生成して出力す
る。
【００１４】
　このように、従来の垂直同期信号生成装置では、垂直同期パルスＨＳＰを検出した時に
動作を開始するフレーム周期カウンタ４を用いて、次に垂直同期パルスＨＳＰが来るべき
タイミングを生成する。例えば、ＮＴＳＣ規格（National　Television　Standards　Com
mittee、国家テレビ標準化委員会により制定されたアナログテレビジョン方式の規格）の
場合は、垂直同期パルスＨＳＰを検出した時から２６２．５ライン後にそのタイミングを
生成する。同期安定性が確認できたら、フレーム周期カウンタ７をフレーム周期カウンタ
４に同期させる。そして、入力映像信号ＰＳのノイズ状態でノイズＮＳがある場合には、
フレーム周期カウンタ７から生成される垂直同期信号ＨＳを選択し、ノイズＮＳがない場
合には、検出した垂直同期検出信号Ｓ１ａ及びフレーム周期カウンタ４から生成される垂
直同期信号ＨＳを選択する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　しかしながら、従来の垂直同期信号生成装置により垂直同期信号ＨＳの生成を行った場
合は、以下のような課題がある。
【００１６】
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　次に垂直同期パルスＨＳＰが来るべきタイミングは、例えば、ＮＴＳＣ規格の場合は、
垂直同期パルス検出回路１により垂直同期パルスＨＳＰを検出した時から２６２．５ライ
ン後であり、ＰＡＬ規格（Phase　Alternating　Line、アナログカラーテレビ放送の位相
反転線規格）の場合は、３１２．５ライン後で、本来の規格値となっている。そのため、
規格外の映像信号ＰＳが入力されている時に弱電界状態になった場合には、フレーム周期
カウンタ７がフレーム周期カウンタ４と同期していないので、誤った垂直同期信号ＨＳを
生成してしまう。
【００１７】
　本発明は、このような課題を解決し、規格外の映像信号が入力されている時にノイズ状
態によって誤った垂直同期パルスを検出した場合にも、誤った垂直同期信号を生成するこ
となく優れた垂直同期信号を生成する垂直同期信号生成装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の垂直同期信号生成装置は、入力される映像信号から垂直同期パルスを検出して
検出信号を出力する垂直同期パルス検出手段と、前記入力される映像信号中の垂直同期パ
ルス期間にノイズがあるか否かを検出してノイズ検出結果を出力するノイズ検出手段と、
前記検出信号から、前記垂直同期パルスのフレーム周期をカウントして第１のカウント値
を出力する第１のカウント手段と、前記ノイズ検出結果及び前記第１のカウント値を入力
し、前記ノイズ検出結果がノイズ無しの状態でのみ、前記垂直同期パルスの周期を確認し
、フレーム周期最大値（以下「フレーム周期ＭＡＸ値」という。）を生成するフレーム周
期検出手段と、前記フレーム周期ＭＡＸ値に基づき、前記第１のカウント値をデコードし
て次に前記垂直同期パルスが検出されるべき第１のタイミング信号を生成する第１のタイ
ミング生成デコード手段と、前記検出信号及び前記第１のタイミング信号の論理和を求め
るゲート手段と、前記検出信号と前記第１のタイミング信号とが一致するか否かを検出し
て一致／不一致検出結果を出力する一致／不一致検出手段と、第２のカウント手段とを有
している。
【００１９】
　前記第２のカウント手段は、前記一致／不一致検出結果が一致の時には、前記第１のカ
ウント値をロードしてこのロードした第１のカウント値を初期値として、前記第１のカウ
ント値から前記垂直同期パルスのフレーム周期をカウントして第２のカウント値を出力し
、前記一致／不一致検出結果が不一致の時には、前記第１のカウント値をロードせずに、
前回カウントしたカウント値を前記第２のカウント値として出力するものである。
【００２０】
　本発明の垂直同期信号生成装置では、更に、前記第２のカウント値をデコードして垂直
同期信号生成用の第２のタイミング信号を生成する第２のタイミング生成デコード手段と
、前記第２のタイミング信号と前記ゲート手段の出力信号とを入力し、前記ノイズ検出結
果により出力が切り替えられ、前記ノイズ検出結果がノイズ有りの時は前記第２のタイミ
ング信号を出力し、前記ノイズ検出結果がノイズ無しの時は前記ゲート手段の出力信号を
出力する切り替え手段と、前記切り替え手段の出力信号を用いて垂直同期信号を生成する
垂直同期信号生成手段とを有している。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、垂直同期パルス周期を自動的に検出するフレーム周期検出手段を設け
、入力される垂直同期パルスの誤検出に対して垂直同期信号生成に影響を与えない構成に
したので、例えば、規格外の映像信号の入力時に一時的に垂直同期パルスを誤検出した場
合でも、フレーム周期ＭＡＸ値は更新されず、更に、一致／不一致検出手段での正常性が
確認できないため第２のカウント手段ヘロードが掛からない。そのため、以前検出した正
常な垂直同期周期及び位相で垂直同期信号を生成出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２２】
　垂直同期信号生成装置は、入力される映像信号から垂直同期パルスを検出して検出信号
を出力する垂直同期パルス検出手段と、前記入力される映像信号中の垂直同期パルス期間
にノイズがあるか否かを検出してノイズ検出結果を出力するノイズ検出手段と、前記検出
信号から、前記垂直同期パルスのフレーム周期をカウントして第１のカウント値を出力す
る第１のカウント手段と、フレーム周期検出手段と、第１のタイミング生成デコード手段
と、ゲート手段と、一致／不一致検出手段と、第２のカウント手段と、第２のタイミング
生成デコード手段と、切り替え手段と、垂直同期信号生成手段とを有している。
【００２３】
　ここで、前記フレーム周期検出手段は、前記ノイズ検出結果及び前記第１のカウント値
を入力し、前記ノイズ検出結果がノイズ無しの状態でのみ、前記垂直同期パルスの周期を
確認し、フレーム周期ＭＡＸ値を生成するものであり、例えば、前記第１のカウント値を
入力し、現フィールドの最大カウント値と１フィールド前の最大カウント値とを保持して
比較する保持比較回路と、前記保持比較回路の比較結果が「一致」であればカウントアッ
プされ、前記比較結果が「不一致」であればリセットされるカウンタと、前記カウンタの
カウント値からＮ回一致（但し、Ｎは２以上の正の整数）が検出されると、最大カウント
値を格納し、前記フレーム周期最大値として出力し、前記ノイズ検出信号が入力されると
、更新が禁止される周期レジスタとにより構成されている。
【００２４】
　前記第１のタイミング生成デコード手段は、前記フレーム周期ＭＡＸ値に基づき、前記
第１のカウント値をデコードして次に前記垂直同期パルスが検出されるべき第１のタイミ
ング信号を生成する。前記ゲート手段は、前記検出信号及び前記第１のタイミング信号の
論理和を求める。前記一致／不一致検出手段は、前記検出信号と前記第１のタイミング信
号とが一致するか否かを検出して一致／不一致検出結果を出力する。
【００２５】
　前記第２のカウント手段は、前記一致／不一致検出結果が一致の時には、前記第１のカ
ウント値をロードしてこのロードした第１のカウント値を初期値として、前記第１のカウ
ント値から前記垂直同期パルスのフレーム周期をカウントして第２のカウント値を出力し
、前記一致／不一致検出結果が不一致の時には、前記第１のカウント値をロードせずに、
前回カウントしたカウント値を前記第２のカウント値として出力する。前記第２のタイミ
ング生成デコード手段は、前記第２のカウント値をデコードして垂直同期信号生成用の第
２のタイミング信号を生成する。前記切り替え手段は、前記第２のタイミング信号と前記
ゲート手段の出力信号とを入力し、前記ノイズ検出結果により出力が切り替えられ、前記
ノイズ検出結果がノイズ有りの時は前記第２のタイミング信号を出力し、前記ノイズ検出
結果がノイズ無しの時は前記ゲート手段の出力信号を出力する。更に、前記垂直同期信号
生成手段は、前記切り替え手段の出力信号を用いて垂直同期信号を生成する。
【実施例１】
【００２６】
　（実施例１の構成）
　図１は、本発明の実施例１を示す垂直同期信号生成装置の概略の構成図である。
　この垂直同期信号生成装置は、映像信号ＰＳを入力する垂直同期パルス検出手段（例え
ば、垂直同期パルス検出回路）１１－１及び水平同期パルス検出手段（例えば、水平同期
パルス検出回路）１１－２を有している。垂直同期パルス検出回路１１－１は、入力映像
信号ＰＳから垂直同期パルスＨＳＰを検出して検出信号Ｓ１１ａを出力すると共に検出期
間中信号Ｓ１１ｂを出力する回路である。水平同期パルス検出回路１１－２は、入力映像
信号ＰＳから水平同期パルスを検出して検出信号Ｓ１１ｃを出力する回路である。これら
の垂直同期パルス検出回路１１－１及び水平同期パルス検出回路１１－２は、それぞれ積
分回路等で構成されている。垂直同期パルス検出回路１１－１の出力側には、ノイズ検出
手段（例えば、ノイズ検出回路）１２、ゲート手段（例えば、２入力のＯＲゲート）１３
、垂直同期信号生成用の第１のカウント手段（例えば、アップ型の第１のフレーム周期カ
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ウンタ）１４、及びフレーム周期検出手段（例えば、フレーム周期検出回路）１５が接続
されている。水平同期パルス検出回路１１－２の出力側には、アップ型の第１のフレーム
周期カウンタ１４が接続されている。
【００２７】
　ノイズ検出回路１２は、入力映像信号ＰＳと、積分回路等で構成された垂直同期パルス
検出回路１１から出力される検出信号Ｓ１１ａと、その積分回路を用いて生成された検出
期間中信号Ｓ１１ｂとに基づき、ノイズＮＳの有無を検出し、ノイズ有りの時にはノイズ
検出信号Ｓ１２を出力する回路であり、例えば、映像信号ＰＳのレベルが検出スレッショ
ルド（閾値）ＴＨを超えた時にはノイズ有りと検出するレベル回路等で構成されている。
【００２８】
　アップ型の第１のフレーム周期カウンタ１４は、例えば、水平同期パルスの検出信号Ｓ
１１ｃをカウントアップのイネーブル信号として入力すると共に、垂直同期パルスＨＳＰ
の検出信号Ｓ１１ａをカウントリセット信号として入力し、垂直同期パルスＨＳＰのフレ
ーム周期をカウントして第１のカウント値Ｓ１４を出力するものであり、カウントＭＡＸ
値が例えば２６２～２６３であり、この出力側に、フレーム周期検出回路１５、第１のタ
イミング生成デコード手段（例えば、タイミング生成デコード回路）１６、及び垂直同期
信号生成用の第２のカウント手段（例えば、アップ型の第２のフレーム周期カウンタ）１
８が接続されている。
【００２９】
　フレーム周期検出回路１５は、垂直同期パルスＨＳＰの間隔（周期）を確認する回路で
あり、例えば、検出信号Ｓ１１ａを周期保持のイネーブル信号として入力すると共に、ノ
イズ検出信号Ｓ１２及びカウント値Ｓ１４を入力し、ノイズＮＳがない状態でのみ、垂直
同期の周期を確認し、フレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５を生成する機能を有している。確認方
法は、例えば、垂直同期周期のＮ回連続一致を確認することにより正常性を確認できる。
このフレーム周期検出回路１５の出力側には、タイミング生成デコード回路１６、一致／
不一致検出手段（例えば、同期安定性検出回路）１７、フレーム周期カウンタ１８、及び
第２のタイミング生成デコード手段（例えば、タイミング生成デコード回路）１９が接続
されている。
【００３０】
　タイミング生成デコード回路１６は、フレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５に基づき、フレーム
周期カウンタ１４のカウント値Ｓ１４をデコードして第１のタイミング信号Ｓ１６を生成
する回路であり、論理回路等で構成され、この出力側に、ＯＲゲート１３、及び同期安定
性検出回路１７が接続されている。
【００３１】
　同期安定性検出回路１７は、垂直同期パルス検出回路１１の検出結果である検出信号Ｓ
１１ａの連続性を確認（即ち、映像信号ＰＳにノイズが含まれていないかを確認）するた
めに、検出信号Ｓ１１ａとタイミング信号Ｓ１６とを比較して一致するか否かの一致確認
検出結果Ｓ１７を出力する回路であり、比較回路等で構成されている。この同期安定性検
出回路１７の出力側に、第２のフレーム周期カウンタ１８が接続されている。
【００３２】
　第２のフレーム周期カウンタ１８は、一致確認検出結果Ｓ１７が一致の時にカウント値
Ｓ１４をロードし、このカウント値Ｓ１４に基づき、垂直同期パルスＨＳＰのフレーム周
期をカウントして第２のカウント値Ｓ１８を出力するものであり、カウントＭＡＸ値が例
えば２６２～２６３であり、この出力側に、タイミング生成デコード回路１９が接続され
ている。タイミング生成デコード回路１９は、フレーム周期カウンタ１８のカウント値Ｓ
１８をデコードして第２のタイミング信号Ｓ１９を生成する回路であり、論理回路等で構
成され、この出力側に、切り替え手段（例えば、セレクタ）２０が接続されている。
【００３３】
　セレクタ２０は、入力映像信号ＰＳ中にノイズ有りと検出された時のノイズ検出信号Ｓ
１２により、フレーム周期カウンタ１８のカウント値Ｓ１８よりタイミング生成デコード
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回路１９で作られたタイミング信号Ｓ１９を選択し、ノイズ無しと検出された時には、検
出信号Ｓ１１ａと、フレーム周期カウンタ１４のカウント値Ｓ１４よりタイミング生成デ
コード回路１６で作られたタイミング信号Ｓ１６との論理和を求めるＯＲゲート１３の出
力信号を選択する回路である。このセレクタ２０の出力側には、垂直同期信号生成手段（
例えば、垂直同期信号生成回路）２１が接続されている。垂直同期信号生成回路２１は、
セレクタ２０の出力信号に基づいて垂直同期信号ＨＳを生成し、ライン位相に同期して出
力する回路であり、フリップフロップ回路（ＦＦ回路）等で構成されている。
【００３４】
　図２は、図１中のフレーム周期検出回路１５の一例を示す概略の構成図である。
　このフレーム周期検出回路１５は、垂直同期パルスＨＳＰの検出信号Ｓ１１ａを周期保
持のイネーブル信号として入力して現在のカウント値Ｓ１４を保持する第１の周期保持レ
ジスタ１５ａと、検出信号Ｓ１１ａを周期保持のイネーブル信号として入力して１フィー
ルド前の周期保持レジスタ１５ａの保持結果を保持する第２の周期保持レジスタ１５ｂと
を有している。この周期保持レジスタ１５ａ，１５ｂの出力側には、一致比較部１５ｃが
接続されている。一致比較部１５ｃは、検出信号Ｓ１１ａをイネーブル信号として入力す
ると、周期保持レジスタ１５ａの保持結果と周期保持レジスタ１５ｂの保持結果とを比較
し、両者が一致するか否かの比較結果を出力するものである。これらの第１、第２の周期
保持レジスタ１５ａ，１５ｂ及び一致比較部１５ｃにより、比較保持回路が構成され、こ
の出力側に、カウンタ１５ｄが接続されている。
【００３５】
　カウンタ１５ｄは、比較結果「一致」の回数をカウントする回路であり、この出力側に
、デコード部１５ｅが接続されている。デコード部１５ｅは、カウンタ１５ｄのカウント
結果をデコードしてＮ回一致を検出するものである。デコード部１５ｅ及び周期保持レジ
スタ１５ｂの出力側には、周期レジスタ１５ｆが接続されている。周期レジスタ１５ｆは
、デコード部１５ｅによるＮ回一致のデコード結果を更新イネーブル信号として入力する
と共に、周期保持レジスタ１５ｂの保持結果を入力してフレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５を出
力し、ノイズ検出信号Ｓ１２を入力すると、ノイズ時の更新を禁止するものである。
【００３６】
　（実施例１の動作）
　図３は、図１の垂直同期信号生成装置において入力映像信号ＰＳ中にノイズ無しと検出
された時の動作を示すタイムチャート、図４は、図１の垂直同期信号生成装置において入
力映像信号ＰＳ中にノイズ有りと検出された時の動作を示すタイムチャートである。
【００３７】
　図１において、映像信号ＰＳが垂直同期パルス検出回路１１－１、水平同期パルス検出
回路１１－２、及びノイズ検出回路１２に入力されると、垂直同期パルス検出回路１１－
１から垂直同期パルスＨＳＰの検出信号Ｓ１１ａ及び検出期間中信号Ｓ１１ｂが出力され
、ノイズ検出回路１２及びフレーム周期カウンタ１４が動作すると共に、水平同期パルス
検出回路１１－２から水平同期パルスの検出信号Ｓ１１ｃが出力される。ノイズ検出回路
１２では、入力映像信号ＰＳの垂直同期パルス期間Ｔ２にノイズＮＳがあるか否かを検出
し、図４に示すようにノイズＮＳがある場合は、ノイズ検出信号Ｓ１２を生成する。この
ノイズＮＳの検出は、例えば、次のようにして行われる。
【００３８】
　本来、垂直同期パルス期間Ｔ２は、映像信号レベルの低い状態が連続するが、ノイズＮ
Ｓによりレベルの低い状態が維持されず、レベルの高い状態が存在する。垂直同期パルス
検出回路１１には、例えば、垂直同期信号ＨＳを検出するための積分回路（以下、符号「
１１ａ」を付す。）を持っており、これは映像信号ＰＳが検出スレッショルドＴＨを下回
ると減算処理を行い、上回ると加算処理を行う。又、ＭＡＸ値（最大値）・ＭＩＮ値（最
小値）が設けられており、ＭＡＸ値以上には加算されずＭＩＮ値以下には減算されない。
この積分回路１１ａがＭＡＸ値でない状態のとき検出期間中信号Ｓ１１ｂを生成し、又、
積分回路１１ａの出力値に垂直同期検出スレッショルドＴＨａを設けており、スレッショ
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ルドＴＨａを下回った時に検出信号Ｓ１１ａを生成する。
【００３９】
　ノイズ検出回路１２では、検出期間中信号Ｓ１１ｂが生成されている期間に検出スレッ
ショルドＴＨを上回るノイズＮＳがあるか否かを判定し、更に垂直同期パルスＨＳＰが検
出されたことを示す検出信号Ｓ１１ａが生成された時、ノイズＮＳがあった場合はノイズ
検出信号Ｓ１２を生成し、フレーム周期検出回路１５及びセレクタ２０へ与える。セレク
タ２０は、図４に示されるように、入力映像信号ＰＳ中にノイズ有りと検出された時のノ
イズ検出信号Ｓ１２を入力すると、タイミング生成デコード回路１９側に切り替えられ、
図３に示されるように、ノイズ無しと検出された時には、ＯＲゲート１３側に切り替えら
れる。
【００４０】
　フレーム周期カウンタ１４は、水平同期パルス検出回路１１－２で検出された検出信号
Ｓ１１ｃをカウントアップイネーブル信号として入力すると共に、垂直同期パルス検出回
路１１で検出された検出信号Ｓ１１ａをカウントリセット信号として入力し、次に垂直同
期パルスＨＳＰが検出されるべきタイミングをカウントし、このカウント値Ｓ１４をフレ
ーム周期検出回路１５、タイミング生成デコード回路１６、及びフレーム周期カウンタ１
８へ与える。
【００４１】
　フレーム周期検出回路１５は、図３に示すように、ノイズＮＳがない状態でのみ、垂直
同期の周期を確認し、フレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５を生成する。確認方法は、例えば、垂
直同期周期のＮ回連続一致を確認することにより正常性を確認できる。
【００４２】
　例えば、図２のフレーム周期検出回路１５の動作では、検出信号Ｓ１１ａを保持イネー
ブル信号として保持レジスタ１５ａ，１５ｂに入力すると共に、カウント値Ｓ１４を周期
保持レジスタＳ１５ａに入力すると、現フィールドのＭＡＸカウント値が周期保持レジス
タ１５ａに保持されると共に、１フィールド前のＭＡＸカウント値が周期保持レジスタ１
５ｂに保持され、一致比較部１５ｃでその保持結果の比較が行われる。一致していれば、
カウンタ１５ｄがカウントアップし、不一致であれば、カウンタ１５ｄがリセットされる
。デコード部１５ｅでＮ回一致が検出されると、周期レジスタ１５ｆにＭＡＸカウント値
が格納され、フレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５として出力され、タイミング生成デコード回路
１６、同期安定性検出回路１７、フレーム周期カウンタ１８、及びタイミング生成デコー
ド回路１９へ与えられる。
【００４３】
　タイミング生成デコード回路１６は、フレーム周期カウンタ１４のカウント値Ｓ１４か
ら、次に垂直同期パルスＨＳＰが検出されるべきタイミング（フレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１
５）のタイミング信号Ｓ１６を生成し、このタイミング信号Ｓ１６をＯＲゲート１３、及
び同期安定性検出回路１７へ与える。検出信号Ｓ１１ａ及びタイミング信号Ｓ１６は、Ｏ
Ｒゲート１３で論理和が求められ、セレクタ２０へ与えられる。
【００４４】
　同期安定性検出回路１７では、タイミング信号Ｓ１６と検出信号Ｓ１１ａとの一致を検
出することにより、検出信号Ｓ１１ａの正常性を確認できる。一致検出は、例えば、フレ
ーム周期カウンタ１４のカウントＭＡＸ値がＭ回連続の一致を確認することにより、Ｍの
値が大きくなればより正確な垂直同期パルスＨＳＰを検出することが可能である。同期安
定性検出回路１７で検出信号Ｓ１１ａの正常性が確認できた場合、フレーム周期カウンタ
１４のカウント値Ｓ１４をフレーム周期カウンタ１８にロードする。この時、フレーム周
期カウンタ１４とフレーム周期カウンタ１８のカウント動作は同じになる。タイミング生
成デコード回路１９で、フレーム周期カウンタ１８のカウント値Ｓ１８から、次に垂直同
期パルスＨＳＰが検出されるべきタイミング（フレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５）のタイミン
グ信号Ｓ１９を生成し、セレクタ２０へ与える。
【００４５】
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　セレクタ２０は、入力映像信号ＰＳの垂直同期パルス期間Ｔ２にノイズＮＳがある時の
ノイズ検出信号Ｓ１２により、タイミング生成デコード回路１９からのタイミング信号Ｓ
１９を選択し、ノイズＮＳが検出されていない時には、垂直同期パルス検出回路１１から
の検出信号Ｓ１１ａとタイミング生成デコード回路１６からのタイミング信号Ｓ１６とを
ＯＲゲート１３を介して選択し、垂直同期信号生成回路２１へ与える。垂直同期信号生成
回路２１では、タイミング信号Ｓ１９、又は、検出信号Ｓ１１ａとタイミング信号Ｓ１６
を用いて垂直同期信号ＨＳを生成して出力する。
【００４６】
　（実施例１の効果）
　本実施例１によれば、フレーム周期検出回路１５を設けたので、例えば、規格外の映像
信号ＰＳの入力時に一時的に垂直同期パルスＨＳＰを誤検出した場合でも、フレーム周期
ＭＡＸ値Ｓ１５は更新されず、更に、同期安定性検出回路１７での正常性が確認できない
ためフレーム周期カウンタ１８ヘロードが掛からない。そのため、以前検出した正常な垂
直同期周期及び位相で垂直同期信号ＨＳを生成出来る。
【００４７】
（変形例）
　本発明は、上記実施例１に限定されず、種々の利用形態や変形が可能である。この利用
形態や変形例としては、例えば、次の（ａ）、（ｂ）のようなものがある。
【００４８】
　（ａ）　図１の垂直同期信号生成装置では、フレーム周期検出回路１５で自動的にフレ
ーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５を検出しており、入力映像信号ＰＳがどのような信号か分らない
装置に適用した例を説明したが、入力映像信号ＰＳがどのようなものであるかを管理でき
る装置であれば、人為的な操作でフレーム周期ＭＡＸ値を設定することも可能である。
【００４９】
　例えば、フレーム周期検出回路１５の出力側に、選択信号により出力が切り替わるセレ
クタを接続し、このセレクタに対して、フレーム周期検出回路１５から出力されるフレー
ム周期ＭＡＸ値Ｓ１５と、外部からのフレーム周期ＭＡＸ値とを入力し、更に、このセレ
クタの出力側を、タイミング生成デコード回路１６、同期安定性検出回路１７、フレーム
周期カウンタ１８、及びタイミング生成デコード回路１９に接続する。そして、フレーム
周期検出回路１５から出力されるフレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５と、外部からのフレーム周
期ＭＡＸ値との何れか一方を、セレクタにより選択して、タイミング生成デコード回路１
６、同期安定性検出回路１７、フレーム周期カウンタ１８、及びタイミング生成デコード
回路１９へ与える。このように、セレクタを用いて、フレーム周期ＭＡＸ値を外部からの
設定値を選択できるようにすることで、予めどのような信号が入力されるか分かるのであ
れば、フレーム周期検出回路１５でフレーム周期ＭＡＸ値Ｓ１５を検出するのではなく、
外部からの設定値を選択することができる。これにより、垂直同期信号ＨＳにおける生成
速度の向上が可能になる。
【００５０】
　（ｂ）　図１及び図２の回路構成を他の回路構成に変更したり、或いは、それらの回路
を中央処理装置（ＣＰＵ）を用いたプログラムで実行する構成にしても良い。又、図３、
図４のタイムチャートは、図示以外の他の動作に変更出来る。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施例１を示す垂直同期信号生成装置の概略の構成図である。
【図２】図１中のフレーム周期検出回路の一例を示す概略の構成図である。
【図３】図１の垂直同期信号生成装置において入力映像信号中にノイズ無しと検出された
時の動作を示すタイムチャートである。
【図４】図１の垂直同期信号生成装置において入力映像信号中にノイズ有りと検出された
時の動作を示すタイムチャートである。
【図５】垂直同期パルスを示す概略の波形図である。
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【図６】従来の垂直同期信号生成装置を示す概略の構成図である。
【図７】図６の動作を示すタイムチャートである。
【符号の説明】
【００５２】
　１１－１　　　垂直同期パルス検出回路
　１１－２　　　水平同期パルス検出回路
　１２　　　ノイズ検出回路
　１３　　　ＯＲゲート
　１４，１８　　　フレーム周期カウンタ
　１５　　　フレーム周期検出回路
　１６，１９　　　タイミング生成デコード回路
　１７　　　同期安定化検出回路
　２０　　　セレクタ
　２１　　　垂直同期信号生成回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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